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★東山荘講堂　
★12：30 点鐘
★太鼓日本一への挑戦　山内強嗣君

IMAGINE ROTARY

勝 又 　 誠

　当クラブには建築設計事務所の方が４名、建
築工事業者の方が５名おります。その中で樹木
と木材のことに一番詳しいのは多分、菅沼良将
君だと思いますが、木に対する誤解のいくつか
を上げてみますと次のようなものがあります。
１．「山の中で道に迷ったら、木の切り株を見れば
　 よい。年輪の広い方が南側である。」
２．「家を建てる時は、柱は元々立っていた時と同
　 じ向きに立てなさい。」
３．「樹木の枝葉は南側に多い。」
　同じ種類の苗木を日当たりの良い南側と悪い
北側に植えて比べれば、南側の方が光合成に
よって生産されるブドウ糖が多くなるので南側

の木の方が成長がよいのですが、南側の木がよ
く育つというのは何本かの木の比較であって、
木の南側がよく育つというのは１本の木の内部
の話なので話が違います。葉の光合成によって
作られたブドウ糖は上からまっすぐに降りてく
るのではなく幹全体に拡散しながらゆっくりと
降りてくるので、木の南側に糖分が集中するこ
とはなく南側の年輪が広くなることにはなりま
せんから、切り口から南側を決めるのは難しい
のです。また、枝葉は東西南北の方角には関係
なく明るい方に重点的に配置されるのがルール
で、他の植物や建物との間で日光を巡っての競
争があると光合成の効率の悪い枝葉はたとえ南側
といえども自然と切り捨てられてしまいます。街
路樹が道の両方から枝を広げて道の上にはみだし
てくるのも、明るい方に
枝葉を集中させるという
ルールによっています。
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第2699回　例会プログラム 会　員　慶　事

●例会場／名鉄菜館
●開会点鐘／12：30　●ロータリーソング／我等の生業
●内容／（青少年奉仕月間に因んで）
　　　　青少年の育成について　
　　　　国立中央青少年交流の家　次長　安達拓人様

●会員誕生日
　５月24日　長谷川雅也君
●皆　出　席
　５月16日　久保田勇輝君（ロータリー歴４年）

早朝例会
親睦ゴルフ開催
５月１１日 早朝例会終了後、富士小山ゴルフクラブ
にて総勢１３名の参加で親睦ゴルフを行いました。
山﨑伊久雄君が前回のコンペに続き優勝し、２連覇
を果たしました。



長田　　崇
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勝又立雄 様

日本野鳥の会 東富士
代表
・・・・・・・・・・・・・・・

4/20のメーキャップ
4月10日   
北海道2500ロータリーEクラブ  
菅沼良将君
4月12日  
ワールド大阪ロータリーEクラブ  
豊山徹也君
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司　会
勝又  淳君

出席報告
池上  司君

会員誕生日
山内強嗣君

皆出席
長谷川雅也君

皆出席
鎌野篤志君

　印野「御胎内」は、安産の守り神、御殿場市民
の憩いの場、以前は子供会写生大会の会場、小学
校の遠足目的地、各種団体の合宿研修施設として
市民に愛されてきました。植物園でもある御胎内は
自然林が多様かつ豊かに広がり、林床には様々な
山野草が繁っていました。そんな印野御胎内で今、
変化が起きています。
　令和に入って近隣を襲った「ナラ枯れ」により、
御胎内もコナラの木を中心に約２８００本の大木を
伐採しました。伐採が済んだ同所はこれまでの自然
林の森から、木がまばらに生える草原のようになっ
てしまいました。入口から富士山が見えるほどです。
　この御胎内を「野鳥愛護林」として愛鳥活動を
続けているのが印野小学校です。昭和４４年８月に
静岡県から「野鳥愛護林校」に指定され、印野御
胎内に１１ヘクタールの野鳥愛護林を設定しました。

それから約５０年、半世紀にわたって主に５年生の
総合的な学習で野鳥愛護の活動を続けてきました。
その子どもたちが自分たちの野鳥愛護林の変貌を
どう受け止めているでしょうか？　環境が変わった
ことにより確認できる野鳥がどう変わったのかを、
先輩たちが残した記録と突き合わせながら観察・
記録・考察を続け、変化についてまとめようとして
います。観察記録を残してくれていたのは、比較検
証する上では大変ありがたいことです。

　さて、昨年までの
調査の結果、やはり
伐採による草原化の
影響は出ていると言
わざるを得ません。ル
リビタキなどの薄暗い
環境を好む鳥が減って
いるのか、あるいは確

認できなくなっているのか、ホオジロやカシラダカ、
カワラヒワなどの草原の鳥が増えてきました。また、
新しく見通しの良いところを好むカルガモやモズが
確認されるようになってきました。自然は柔軟にか
つしたたかに変化に適応しつつあります。
　「日本野鳥の会 東富士」は、今後も印野小学校と
連携して野鳥観察記録を積み上げていこうと考えて
います。ふるさとの自然を見つめ、親しんでいくこと
が、ふるさとを大切にする人を育てることにつながっ
ていると信じています。
　御胎内に起きている変化を、ぜひみなさんの目で
確かめに行っていただけたらと思います。風薫るいい
季節、久しぶりに「御胎内」に足を運んでみませんか？

野鳥卓話

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。
53名 49名 40名 81.63％ 100％
会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に

用いた会員数
前々回の
確定出席率

5/11の出席報告
秋田　敬君　秋田悦夫君　井上　元君
勝又博文君　勝又安彦君　小早川豊一君
菅沼良将君　豊山　篤君　豊山徹也君

欠席者（９名）


